
［平成２２年度普及に移す技術］ 
［技術名］ウメ「福太夫」における白干用青梅の収穫期の指標 

［要約］ウメ「福太夫」における白干梅用の青梅収穫始めの目安は胚固化完了期からの平均気温 
の積算値と平均果実重を用いる。収穫開始期は胚固化完了期からの平均気温の積算値が 350 以上 
で平均果実重が 24g 以上である。 
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［背景・ねらい］ 
ウメは開花期の年次間差が大きいことや、果色の変化が乏しいことから収穫適期を見きわめに

くい。このため、福井県における主要品種「紅サシ」では開花期からの平均気温の積算値や胚固

化完了期を収穫期の判断に利用している。「福太夫」は 2005 年に登録された白干加工に適した品

種であるが、白干梅用の青梅収穫期指標は確立されていない。このため、時期別に果実を収穫し、

梅漬け、天日干し、白干梅品質により収穫指標を明らかにする。 
 
［技術の内容・特徴］ 
１．開花期は天候の年次変動の影響を受けやすい。胚固化完了期は年次変動が小さく、安定して

いるので生育ステージの指標として適する（表１）。 
 

２．未熟果を塩漬け、天日干しすると果実が萎縮し硬くなり、「ガリ」と称される規格外品になる。

胚固化完了期からの平均気温の積算値（以下：積算値）が 270 以下では各階級とも、「ガリ」、

Ｃ級、Ｂ級品の率が高い。積算値が 350 を超えると各階級とも「ガリ」の発生は少なくなり、

品質の良いＡ級品率が高くなる（表２）。 
 

３．積算値が 350 を超え、平均果実重が 20ｇ以上になると「ガリ」の発生率は 10%以下に抑え

られる（図１）。 
 

４．積算値が 350 を超え、平均果実重が 24g 以上になるとＡ級品率が高くなる。一方、積算値が

350 を超えても平均果重が 24g 未満の場合、Ａ級品率は向上しない（図２）。 
 
５．50％以上のＡ級品を得るためには、積算値 350 以上、平均果実重 24g 以上を目安に白干梅用

青梅の収穫を行う（図２）。 
 
［技術の活用面・留意点］ 
１．胚固化完了期は平均的な果実を 10 個採取し、縫合線に沿って切断し、核の中の胚が種皮長ま

で生長したものを完了とし、10 個ともそろった時期を完了期とする。 
 
２．平均気温のデータはアメダスや各地域に設置してある記録計のデータを用いる。 
 
３．収穫開始初期は階級指標板を用い L～２L の果実を収穫することにより、白干梅の品質が向

上する。 
 

４．小玉果は白干梅品質が良くないので、果実肥大促進のためせん定による着果制限を行

う。 
［普及計画］ 
 普及目標：8ha、20t(青梅) 
 普及対象：福井ウメ振興協議会所属 JA、各部会、一次加工農家、新規ウメ栽培農業者 
 普及に向けた対応：現地試験圃場の拡大、園試による苗生産 



［具体的データ］ 
　表１．「福太夫」の開花期・結実率・胚固化期完了期の年次変動

樹齢 不完全 結実率 胚固化完了

(年) 始期 盛期 花率（%） (%) 期(月/日)
2005 22 3/7 3/24 29.0 49.3 5/31
2006 23 3/16 3/26 12.3 48.0 6/2
2007 24 2/16 2/28 24.0 88.6 5/28
2008 25 3/3 3/18 37.7 76.1 6/2
2009 26 2/10 3/2 21.4 62.4 5/29
平均 - 2/27 3/14 24.9 64.9 5/31

開花期(月/日)
年

 
 
　表２　異なる収穫時期の階級別白干梅品質（収穫方法：手もぎ）

A B C ガリ 皮破

M 0 70 26 4 0

L 11 57 31 0

２L以上 22 38 27 5 5

M 93 7 0 0 0

L 98 1 0 0 1

２L以上 97 0 0 0 3

M 0 0 3 96

L 0 0 4 96

２L以上 0 4 26 70 0

L 89 3 4 1 3

２L以上 90 3 1 1 5
白干梅品質基準　Ａ：キズがなく完熟したもの、　Ｂ：わずかなキズまたはわずかに熟度の不足したもの、

　 Ｃ：熟度不足により干し上がりのムラのあるもの、規格外：病虫害果

　 ガリ果：未熟果のため天日乾燥後の果実が萎縮し硬くなったもの（規格外）
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図１ ガリ発生率に及ぼす胚固化期からの

平均気温積算値と果実重の影響（2007～2009）
（注）ガリ：天日乾燥後の果実が萎縮し硬くなったもの
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図２．Ａ級品率に及ぼす胚固化期からの

平均気温積算値と果実重との影響（2007～2009）
（注）Ａ級品：天日乾燥後の果実が無傷、やわらかいもの

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［その他］ 
研究課題名：ウメの早期成園化と果実特性に応じた加工技術の確立 
研究期間：2005～2009 年度 
研究担当者： 山本 仁、堀江俊也、小川晋一郎 
 
 
 


